
技術の見方・考え方を働かせて、
自分の思いを具現化しようとする生徒の育成

～安全性、機能性や経済性に基づいた構想を伝え合う活動を通して～
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構想の視点や時間を十分に確保出
来ていなかった。生徒が意欲的に
取り組もうとしても、構想を
具現化できなかった。

自分の生活に応じた製作品を作ろ
う！でも、製作を進めていくと考え
がうまくまとめられないなあ･･･
設計も難しそうだし友達と同じもの
でもいいかな・・・

自分の構想を整理したり、深めたりするために、構想をする段階で自分の思いを言葉や
平面図で表したワークシートを基に、タブレットPCや付箋を用いて、伝え合う活動を行
います

自分の思いが具現化できているか確認するために、設計をまとめる段階で平面図から立
体にするミニチュア模型の製作で、見方・考え方を働かせて伝え合う活動を行います

〇既製品の技術の見方・考え方（安全性、機能性や経済性）に
気付くことができ、構想を進める際に技術の見方・考え方を
働かせることができた。

〇技術の見方・考え方を働かせて自分の構想を伝え会う活動を
行ったことにより、友達のアドバイスから新たな気付きが
あったり、自分の考えを確認したりすることができた。

〇ミニチュア模型の製作と伝え合いにより、技術の見方・考え
方を働かせて自分の思いの具現化することができた。

〇技術の見方・考え方を働かせたり、友達の構想を見たりする
ことにより、様々な技術を知ることができた。その中で様々
な制約条件の中から自分の作品の使用目的と折り合いを
つけながら最適解を導くことが出来たと考える。

ＴＰＣを使いながら自分の構
想をしっかり伝えて、アドバ
イスをもらおう。

自分が考えて
いた通りに出
来るかな？

厚みがある分少し
違うのか･･･

材料を上手に使うと大き
くなって、たくさんの本
が置けるように工夫でき
そうだ。

Ｓｔｅｐ２ 技術に関する科学的な理解に基づいた設計（全１４時間中６時間目）

Ｓｔｅｐ３ 課題解決に向けた製作（全１４時間目中１２時間目）

材料を少なくする
ために背板は隙間
をあけよう。

なるほど！！
角を丸くしよう。
持ちやすくするた
めに穴をあければ
いいんだ。

＜検討前＞

＜検討後＞

実物の1／3サイズの発砲
スチロールを使用

教科 技術・家庭科 技術分野 第1学年
題材名 生活を豊かにするものをつくろう

他の製品
ではどう
だろう？

≪生徒の実態≫ ≪指導上の課題≫

SteP1 既存の技術の理解（全１４時間中１時間目）

技術の見方・考え方に気付くために、製作品を決定する段階で既製品を観察することを
通して安全性、機能性や経済性などの見方・考え方に気付く活動を行います

安全性

機能性

経済性

机の角が
丸くなっ
ているな
（安全）

薄い板が
重なって
いるな･･･
（経済）

背もたれがカーブ
しているな･･･
（安全？機能？）

机にフックが
付いて便利だな

（機能）

本研究では、「A材料
と加工に関する技術」
の内容についての技術
の見方・考え方を働か
せた自分の思いを具現
化する実践であったが、
他の内容においても技
術の見方・考え方を働
かせる指導の充実を
図っていきたい。

課 題

≪目指す生徒像≫

自分の机の上を片付け
る本立てがほしいな。
本がたくさんあるから
全部置けるようにしよ
う。しきりが動く本立
てを見たことがある。
同じようにすれば、本
が少ないときでも倒れ
ないようにできるぞ。

成 果


